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令

和

二

年

度

学

位

請

求

論

文

（

課

程

博

士

）

要

旨

古

代

・

中

世

日

本

文

学

に

於

け

る

神

仙

・

異

界

思

想

の

研

究

大

正

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

国

文

学

専

攻

善

養

寺

淳

一

本

論

文

は

、

大

陸

に

発

す

る

神

仙

思

想

が

、

日

本

文

学

に

如

何

な

る

影

響

を

与

え

て

き

た

の

か

と

い

う

受

容

問

題

を

異

界

思

想

も

含

め

て

、

特

に

古

代

・

中

世

文

学

の

諸

作

品

に

つ

い

て

実

証

的

に

解

明

し

、

更

に

、

日

本

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

史

の

構

築

を

企

図

す

る

も

の

で

あ

る

。

目

次

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

序

論

第

一

部

奈

良

朝

文

学

に

見

え

る

神

仙

・

異

界

思

想

概

観

奈

良

朝

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

概

観

第

一

章

本

朝

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

前

史

第

二

章

『

懐

風

藻

』

に

於

け

る

吉

野

仙

境

観

の

成

立

第

三

章

『

懐

風

藻

』

吉

野

詩

に

見

え

る

神

仙

思

想

に

つ

い

て

第

四

章

奈

良

朝

文

学

に

見

え

る

他

界

観

念

及

び

境

界

論

第

一

部

主

旨

「

憧

憬

的

受

容

」

と

し

て

の

奈

良

朝

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

第

二

部

平

安

朝

前

期

文

学

に

見

え

る

神

仙

・

異

界

思

想

概

観

平

安

朝

前

期

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

概

観

第

一

章

『

三

教

指

歸

』

虚

亡

隠

士

論

の

神

仙

世

界

第

二

章

都

良

香

の

神

仙

思

想

に

つ

い

て

第

二

章

付

論

『

富

士

山

記

』

の

神

仙

世

界

第

二

部

主

旨

「

批

判

的

受

容

」

と

し

て

の

平

安

朝

前

期

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

第

三

部

平

安

朝

中

期

文

学

に

見

え

る

神

仙

・

異

界

思

想

概

観

平

安

朝

中

期

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

概

観

第

一

章

『

紀

家

集

』

の

神

仙

譚

第

二

章

『

竹

取

物

語

』

に

見

え

る

神

仙

否

定

の

論

理

第

三

章

『

続

浦

島

子

伝

記

』

に

於

け

る

神

仙

思

想

に

つ

い

て

第

三

部

主

旨

「

創

造

的

受

容

」

と

し

て

の

平

安

朝

中

期

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

第

四

部

平

安

朝

後

期

文

学

に

見

え

る

神

仙

・

異

界

思

想

概

観

平

安

朝

後

期

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

概

観

第

一

章

吉

備

大

臣

入

唐

譚

方

術

考

第

二

章

『

本

朝

神

仙

伝

』

の

神

仙

像

に

つ

い

て

第

四

部

主

旨

「

再

編

的

受

容

」

と

し

て

の

平

安

朝

後

期

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

結

論

神

仙

思

想

と

は

、

中

国

に

於

い

て

戦

国

時

代

に

発

生

し

た

民

間

信

仰

で

あ

る

。

そ

の

内

容

は

不

老

不

死

を

目

的

と

し

、

山

岳

で

修

行

を

し

宇

宙

万

物

の

根

元

た

る

「

道

」

と

の

合

一

を

説

く

も

の

で

あ

る

。

そ

の

体

得

者

は

仙

人

と

な

る

。

ま

た

神

仙

思

想

は

道

教

の

中

核

を

な

す

思

想

で

も

あ

る

。

従

っ

て

神

仙

思

想

の

展

開

は

道

教

史

の

中

に

見

て

行

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

、

小

論

に

関

す

る

部

分

は

日

本

流

伝

の

問

題

が

重

要

で

あ

る

。

こ

の

点

に

つ

い

て

諸

家

の

見

解

は

、

日

本

へ

の

伝

播

は

道

教

の

専

門

家

で

あ

る

道

士

不

在

の

伝

わ

り

方

で

あ

り

、

系

統

性

を

欠

く

文

物

中

心

の

伝

わ

り

方

で

あ

る

こ

と

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

日

本

の

古

代

社

会

に

民

間

道

教
（

下

出

積

與

氏

の

語

）
が

定

着

し

て

い

た

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

て

い

る

。
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小

論

は

、

こ

の

神

仙

思

想

が

我

が

国

の

文

学

作

品

に

与

え

た

影

響

を

考

察

す

る

も

の

で

あ

る

が

、

そ

の

範

囲

は

、
奈

良

朝

以

前

を
「

前

史

」
と

し

て

平

安

朝

後

期

ま

で

の

約

五

百

年

間

を

展

観

す

る

も

の

で

あ

る

。

具

体

的

に

は

『

懐

風

藻

』
、
『

風

土

記

』

等

の

奈

良

朝

の

作

品

か

ら

、

平

安

朝

後

期

の

『

本

朝

神

仙

伝

』

に

至

る

古

典

文

学

作

品

に

つ

い

て

、
通

時

的

、
多

角

的

に

十

二

の

論

考

に

よ

っ

て

考

察

す

る

も

の

で

あ

る

。

本

論

の

形

式

は

、
こ

れ

を

時

代

区

分

に

よ

り

四

部

に

分

ち

、
各

々

冒

頭

に

概

観

、
末

尾

に

主

旨

を

配

し

、

各

時

代

毎

の

作

品

に

つ

い

て

は

、

国

文

学

、

漢

文

学

を

基

礎

と

し

、

宗

教

学

、

歴

史

学

、

神

話

学

、

民

俗

学

等

の

知

見

を

以

て

論

じ

る

も

の

で

あ

る

。
以

下

各

部

、
各

章

の

論

考

の

要

旨

を

申

し

述

べ

て

お

き

た

い

。

第

一

部

第

一

章

「

本

朝

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

前

史

」

で

は

、

前

史

と

し

て

飛

鳥

時

代

〔

政

権

所

在

地

に

基

づ

く

時

代

区

分

に

よ

る

広

義

の

飛

鳥

時

代

で

、

推

古

天

皇

の

飛

鳥

豊

浦

宮

即

位

（

五

九

二

）

か

ら

、

と
ゆ
ら
の
み
や

和

銅

三

年

（

七

一

〇

）

の

平

城

京

遷

都

ま

で

〕

に

於

け

る

道

教

思

想

問

題

を

扱

っ

た

。

そ

れ

は

①

天

皇

号

問

題

、

②

天

武

帝

諡

号

問

題

、

③

常

世

神

信

仰

問

題

、

④

斉

明

帝

の

土

木

工

事

の

亀

形

石

造

物

、

⑤

飛

鳥

岡

本

の

宮

都

の

選

地

の

宗

教

的

意

味

で

あ

る

。

こ

れ

ら

は

当

時

の

道

教

、

仏

教

、

神

道

が

多

元

的

に

存

在

す

る

状

況

で

、

国

家

の

宗

教

政

策

の

規

制

を

受

け

つ

つ

も

、

奈

良

朝

文

学

の

思

想

的

根

元

が

徐

々

に

形

成

さ

れ

て

い

っ

た

も

の

で

あ

る

。

①

天

皇

号

問

題

で

は

、

福

永

光

司

氏

の

論

考

で

は

「

天

皇

」

号

が

同

じ

字

の

中

国

の

天

皇

（

宇

宙

の

最

高

神

）

の

名

で

あ

る

と

い

う

点

と

、

天

武

帝

の

諡

号

中

の

「

真

人

」

が

『

荘

て
ん
こ
う

し
ん
じ
ん

子

』

で

人

生

と

世

界

の

根

元

的

真

理

で

あ

る

「

道

」

を

体

得

し

た

人

の

意

味

で

あ

る

点

な

ど

、

天

武

帝

と

ダ
オ

中

国

道

教

と

の

密

接

な

関

係

が

窺

え

る

。

②

天

武

帝

諡

号

問

題

で

は

、

和

田

萃

氏

の

論

考

で

そ

の

和

風

諡

号

に

神

仙

に

関

係

す

る

「

瀛

真

人

」

が

含

ま

れ

る

点

が

指

摘

さ

れ

、

③

常

世

神

信

仰

問

題

で

は

、

松

田

智

お
き
の
ま
ひ
と

弘

氏

に

よ

り

、

皇

極

帝

当

時

の

一

般

民

衆

の

道

教

信

仰

の

実

態

が

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

る

。

ま

た

④

斉

明

帝

の

土

木

工

事

の

亀

形

石

造

物

は

、

今

枝

二

郎

氏

に

よ

り

道

教

遺

跡

で

あ

る

点

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

更

に

⑤

飛

鳥

岡

本

の

宮

都

の

選

地

の

宗

教

的

意

味

で

は

、

千

田

稔

氏

に

よ

り

宮

都

の

選

地

と

神

仙

思

想

の

関

係

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

各

分

野

の

諸

家

か

ら

指

摘

さ

れ

た

史

実

は

、

我

が

国

へ

の

道

教

流

伝

が

確

実

に

あ

っ

た

こ

と

を

物

語

る

。

そ

れ

は

奈

良

朝

文

学

の

思

想

的

根

元

と

言

え

る

も

の

で

あ

っ

た

。

第

二

章

「
『

懐

風

藻

』

に

於

け

る

吉

野

仙

境

観

の

成

立

」

は

、

吉

野

の

地

が

仙

境

と

見

做

さ

れ

る

条

件

に

つ

い

て

、

下

出

積

與

氏

の

見

解

に

基

づ

く

考

察

で

あ

る

。

こ

の

成

立

条

件

の

背

景

に

あ

る

問

題

と

し

て

重

視

す

べ

き

は

、

民

間

道

教

の

内

容

た

る

神

仙

思

想

に

説

か

れ

る

仙

薬

・

養

生

法

は

古

代

人

の

歓

迎

す

る

と

こ

ろ

で

あ

っ

た

が

、

道

教

呪

術

は

律

令

政

府

の

厳

し

い

取

締

対

象

と

な

っ

て

い

た

点

で

あ

る

。

本

論

考

で

は

、
『

懐

風

藻

』

の

吉

野

詩

の

時

代

区

分

四

期

の

う

ち

、

第

二

期

以

降

（

天

武

朝

以

降

）

の

十

七

篇

の

分

析

か

ら

、

①

神

仙

思

想

の

知

識

（

当

時

舶

載

せ

ら

れ

た

漢

籍

『

文

選

』

の

影

響

が

大

き

い

。
）
、

②

地

形

と

気

象

等

の

風

土

的

条

件

、

③

吉

野

の

歴

史

的

条

件

（

壬

申

の

乱

に

関

す

る

革

命

の

聖

地

と

し

て

の

歴

史

的

意

味

）
、

④

宗

教

的

聖

地

と

し

て

の

四

条

件

の

上

に

、

吉

野

仙

境

観

が

成

立

し

た

と

考

え

ら

れ

る

。

そ

こ

に

は

吉

野

に

滞

在

し

た

皇

族

、

貴

族

の

仙

境

憧

憬

が

謳

わ

れ

る

。

ま

た

吉

野

が

仙

境

と

見

做

さ

れ

る

時

期

は

、
吉

野

詩

の

成

立

時

期

の

分

析

か

ら

、
葛

野

王

・

藤

原

史

の

生

き

た

七

世

紀

半

頃

と

考

え

ら

れ

る

。

第

三

章

「
『

懐

風

藻

』

吉

野

詩

に

見

え

る

神

仙

思

想

に

つ

い

て

」

で

は

、

渡

来

系

人

の

医

薬

の

専

門

家

吉

田

宜

（

生

没

年

未

詳

で

あ

る

が

文

武

朝

か

ら

聖

武

朝

に

か

け

て

活

躍

し

て

い

る

。
）

の

従

駕

詩

番

詩

8 0

の

詩

句

「

八

石

」

の

先

行

研

究

を

深

化

さ

せ

、

仙

薬

の

総

称

と

し

て

詩

の

意

味

を

解

釈

し

た

。

具

体

的

に

は

番

詩

の

頸

聯

の

季

節

感

の

表

現

は

、

作

者

の

吉

野

離

宮

で

の

実

体

験

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

時

期

に

8 0

吉

田

宜

が

従

駕

し

た

行

幸

六

回

を

検

討

し

、

天

平

八

年

（

七

三

六

）

六

月

の

聖

武

帝

行

幸

の

際

の

作

と

仮

定

し

て

み

る

と

、

前

年

の

天

平

七

年

に

は

天

然

痘

流

行

が

あ

り

、
「

八

石

」

を

仙

薬

の

総

称

（

通

常

の

薬

で

も

あ

る

）

の

意

味

と

し

て

、

こ

の

詩

を

解

釈

す

る

と

当

時

の

社

会

問

題

で

あ

る

天

然

痘

の

退

散

を

意

識
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し

た

も

の

で

あ

る

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

更

に

こ

の

詩

の

傾

向

（

仙

薬

を

詠

み

込

む

）

は

、

日

本

人

の

作

者

の

神

仙

思

想

の

受

容

傾

向

（

神

仙

境

や

仙

女

と

の

邂

逅

を

謳

う

）

と

は

や

や

異

な

る

点

を

指

摘

し

た

。

第

四

章

「

奈

良

朝

文

学

に

見

え

る

他

界

観

念

及

び

境

界

論

」

で

は

、

浦

島

伝

説

に

つ

い

て

、
『

丹

後

国

風

土

記

』
（

逸

文

）

と

『

万

葉

集

』

を

取

り

上

げ

、

古

代

文

学

の

他

界

観

念

に

つ

い

て

考

察

す

る

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、

こ

れ

に

附

随

す

る

境

界

は

、

独

自

の

可

動

的

境

界

の

概

念

を

導

入

し

、

新

た

な

解

釈

を

行

っ

た

。

本

論

考

で

は

そ

の

成

立

に

つ

い

て

諸

説

あ

る

浦

島

伝

説

は

、
『

風

土

記

』
（

逸

文

）

と

『

万

葉

集

』

を

対

象

と

し

、
『

日

本

書

紀

』

は

水

野

祐

氏

の

所

説

に

拠

り

参

考

と

し

た

。

考

察

の

結

果

対

象

の

二

作

品

の

他

界

観

念

で

は

、

原

始

宗

教

特

有

の

現

実

世

界

と

他

界

と

の

親

近

性

が

指

摘

で

き

る

。

こ

の

他

界

は

、

具

体

的

に

は

『

丹

後

国

風

土

記

』
「

浦

嶼

子

」

の

「

蓬

莱

」

は

、

天

上

界

と

も

海

中

と

も

宇

宙

と

も

考

と
こ
よ
の
く
に

え

ら

れ

る

分

節

化

さ

れ

て

い

な

い

明

瞭

な

輪

郭

を

持

た

な

い

「

天

空

即

海

彼

」

で

あ

っ

た

。

一

方

『

万

葉

集

』
「

水

江

浦

島

子

」

で

は

、
「

常

世

」

は

、

海

上

、

海

中

二

様

の

世

界

が

考

え

ら

れ

る

が

、
「

玉

匣

」

の

と

こ

よ

「

風

雲

」

が

蒼

天

に

飛

び

去

っ

た

点

か

ら

も

、
『

風

土

記

』

同

様

「

天

空

即

海

彼

」

と

な

る

。

対

象

二

作

か
ぜ
く
も

品

で

は

「

ト

コ

ヨ

」

と

神

仙

思

想

の

習

合

が

見

ら

れ

、

神

仙

思

想

の

受

容

に

よ

り

作

品

内

容

は

、

海

彼

か

ら

天

上

界

ま

で

の

広

大

な

世

界

が

舞

台

と

な

り

、
奈

良

朝

の

人

々

の

憧

憬

を

か

き

た

て

る

も

の

と

な

っ

た

。

以

上

の

四

篇

の

論

文

か

ら

第

一

部

の

主

旨

と

し

て

、

奈

良

朝

文

学

に

お

け

る

神

仙

・

異

界

思

想

の

特

質

は

、
前

代

か

ら

の

道

教

思

想

伝

播

の

上

に

、
神

仙

・

異

界

思

想

の
「

憧

憬

的

受

容

」
と

位

置

付

け

ら

れ

る

。

第

二

部

第

一

章

「
『

三

教

指

歸

』

虚

亡

隠

士

論

の

神

仙

世

界

」

で

は

空

海

（

七

七

四

～

八

三

五

）

の

儒

・

仏

・

道

三

教

の

比

較

思

想

論

に

お

け

る

道

教
（

神

仙

）
思

想

の

受

容

問

題

に

つ

い

て

考

察

を

行

っ

た

。

道

教

を

扱

っ

た

中

巻

虚

亡

隠

士

論

は

、
波

戸

岡

旭

氏

の

指

摘

の

よ

う

に

、
そ

の

出

典

の

多

く

は
『

抱

朴

子

』

で

あ

る

。

虚

亡

隠

士

論

本

文

の

出

典

の

分

析

か

ら

、

①

空

海

の

道

教

理

解

は

網

羅

的

な

も

の

で

は

な

く

、

『

三

教

指

帰

』
の

内

容

・

構

成

に

相

応

し

い

選

択

的

受

容

が

明

ら

か

に

な

っ

た

が

、
こ

れ

は

奈

良

朝

の
「

憧

憬

的

受

容

」

か

ら

「

批

判

的

受

容

」

へ

の

受

容

態

度

の

変

化

が

見

ら

れ

る

。

ま

た

②

こ

の

書

の

享

受

者

層

は

、

空

海

が

仏

教

に

進

む

と

い

う

進

路

に

反

対

し

た

阿

刀

大

足

で

は

な

か

っ

た

ろ

う

か

。

更

に

、

③

こ

の

あ

と

の

お

お

た

り

書

の

意

義

は

儒

・

仏

・

道

三

教

の

比

較

に

あ

り

、

そ

こ

に

は

空

海

の

批

判

精

神

が

見

ら

れ

る

。

ま

た

文

学

作

品

と

し

て

対

話

形

式

の

戯

曲

構

成
（

思

想

劇

）
で

も

あ

り

、
高

度

な

思

想

的

、
文

学

的

営

為

と

言

え

る

。

第

二

章

「

都

良

香

の

神

仙

思

想

に

つ

い

て

」
は

、
『

本

朝

文

粋

』
所

収

の

都

良

香

（

八

三

四

～

八

七

九

）

の

対

策

「

神

仙

」

に

つ

い

て

、

出

典

の

分

析

に

よ

り

良

香

の

漢

籍

受

容

と

道

教

の

理

解

度

を

考

察

し

た

も

の

で

あ

る

。
「

対

策

」

と

は

大

学

寮

で

行

わ

れ

る

「

策

問

に

対

す

る

」

対

策

文

の

意

で

、

儒

家

と

な

る

者

○

○

が

臨

ん

だ

論

文

試

験

で

あ

る

。

良

香

は

春

澄

善

繩

の

論

題

に

対

し

形

式

に

則

り

当

帝

へ

の

賛

美

を

し

、

は

る

ず

み

の

よ

し

た

だ

正

面

か

ら

整

然

と

神

仙

の

諸

問

題

に

答

え

て

お

り

、

そ

の

学

識

は

神

仙

に

至

る

「

道

」

の

本

体

論

に

ま

で

及

ぶ

。

こ

の

対

策

文

の

意

義

は

、

神

仙

思

想

が

公

的

な

官

吏

登

用

試

験

に

出

題

さ

れ

た

点

に

あ

り

、

こ

れ

は

奈

良

時

代

の

否

定

的

姿

勢

か

ら

転

じ

て

、

神

仙

へ

の

関

心

が

直

截

に

表

現

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

と

言

え

る

。

良

香

の

道

教

の

理

解

度

も

特

筆

す

べ

き

点

で

あ

る

が

、

そ

こ

に

は

神

仙

世

界

を

包

含

し

、

こ

れ

を

も

乗

り

越

え

た

存

在

で

あ

る

天

子

の

威

徳

が

謳

わ

れ

る

点

で

、

神

仙

思

想

の

相

対

化

と

言

え

る

だ

ろ

う

。

更

に

付

論

「
『

富

士

山

記

』

の

神

仙

世

界

」

で

は

、

そ

の

文

言

の

典

拠

と

行

文

を

考

察

し

、

富

士

山

を

素

材

と

し

た

山

水

記

が

、

良

香

の

日

本

的

仙

境

の

発

見

に

形

象

化

し

て

い

る

点

を

明

ら

か

に

し

て

い

る

。

以

上

三

篇

の

論

文

か

ら

、
空

海

・

都

良

香

と

も

に

奈

良

朝

文

学

に

お

け

る

神

仙

思

想

受

容

を

深

化

さ

せ

、

神

仙

思

想

の

神

学

ま

で

理

解

し

て

お

り

、

更

に

こ

れ

を

対

象

化

し

つ

つ

著

作

に

採

り

入

れ

、

作

品

で

は

選

択

的

に

最

適

化

し

て

い

る

。

中

国

の

作

品

に

遜

色

な

い

も

の

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

第

二

部

の

主

旨

と

し

て

は
「

批

判

的

受

容

」
と

し

て

の

平

安

朝

前

期

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

と

位

置

付

け

る

こ

と

が

で

き

る

。
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第

三

部

第

一

章

『

紀

家

集

』

の

神

仙

譚

は

、

紀

長

谷

雄

（

八

四

五

～

九

一

二

）

の

「

白

石

先

生

伝

」

に

つ

い

て

、

有

限

な

生

の

人

間

と

無

限

の

生

の

神

仙

と

の

対

比

か

ら

、

神

仙

思

想

受

容

が

相

対

化

さ

れ

て

い

っ

た

点

を

考

察

し

た

。

紀

長

谷

雄

は

そ

の

出

生

に

纏

わ

る

話

が

『

長

谷

寺

驗

記

』

に

収

め

ら

れ

、

ま

た

霊

験

譚

は

『

今

昔

物

語

集

』

に

も

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

る

。
『

紀

家

集

』

の

神

仙

譚

「

白

石

先

生

伝

」

に

登

場

す

る

白

石

先

生

は

、

役

人

の

貪

欲

な

様

を

見

て

官

も

妻

子

も

捨

て

、

山

に

入

り

古

い

墓

に

住

み

渓

流

に

往

き

水

底

の

大

小

の

石

を

拾

い

、

こ

れ

を

積

み

上

げ

る

生

活

を

送

っ

て

い

る

。

後

年

、

先

生

に

役

所

か

ら

再

度

徴

召

が

あ

っ

た

が

狂

人

を

装

い

こ

れ

に

応

じ

な

か

っ

た

。

先

生

は

何

も

の

に

も

縛

ら

れ

る

こ

と

な

く

清

廉

を

貫

き

、

そ

の

終

わ

る

所

を

知

ら

な

か

っ

た

と

い

う

仙

人

的

な

終

焉

で

あ

っ

た

。

こ

の

先

生

の

生

き

方

に

は

、

学

者

と

し

て

の

長

谷

雄

自

身

の

生

涯

が

投

影

さ

れ

て

い

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

が

、

私

見

で

は

村

上

嘉

実

氏

が

指

摘

す

る

中

国

の

隠

者

の

生

き

方

に

類

似

し

て

い

る

。

先

生

の

生

き

方

は

役

人

の

貪

汚

と

は

対

極

的

な

も

の

で

あ

る

が

、

そ

こ

に

は

神

仙

（

天

上

界

）

を

象

徴

す

る

白

石

を

河

畔

（

地

上

）

に

積

む

こ

と

で

、

世

俗

か

ら

脱

し

な

が

ら

も

昇

天

せ

ず

、

己

の

理

想

世

界

に

到

達

し

た

「

地

上

の

仙

人

」

の

姿

が

窺

え

る

。
そ

の

行

為

は

世

俗

的

価

値

を

否

定

し

た

理

想

の

境

地

に

到

達

し

た

所

業

と

し

て

の

無

用

で

あ

る

。

第

二

章

「
『

竹

取

物

語

』

に

見

え

る

神

仙

否

定

の

論

理

」

で

は

、
『

浦

島

子

伝

』
（
『

丹

後

国

風

土

記

』
）

と

『

竹

取

物

語

』

と

の

比

較

構

造

論

的

考

察

に

よ

り

、

両

者

の

構

造

の

対

照

性

と

時

間

性

・

空

間

性

の

対

照

性

を

究

明

し

、

特

に

こ

の

構

造

的

枠

組

み

が

、
『

竹

取

物

語

』

の

特

色

た

る

神

仙

否

定

の

論

理

に

繋

が

る

点

を

見

出

し

た

。

厳

紹

璗

氏

は

江

戸

時

代

の

国

学

者

加

納

諸

平

の

『

竹

取

物

語

考

』

に

関

す

る

見

解

げ

ん

し

ょ
う

と

う

か

の

う

も

ろ

ひ

ら

で

、
『

浦

島

子

伝

』

の

よ

う

な

古

代

漢

文

伝

奇

は

、
「

物

語

」

形

成

の

直

接

の

基

礎

を

提

供

し

た

と

述

べ

て

い

る

。

諸

平

は

『

浦

島

子

伝

』

と

『

竹

取

物

語

』

と

の

構

造

比

較

を

し

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

が

、

私

見

で

は

『

丹

後

国

風

土

記

』
（

逸

文

）
「

浦

嶋

子

」

が

こ

れ

に

あ

た

る

の

で

は

な

い

か

と

考

え

、

両

作

品

の

構

造

比

較

を

行

っ

た

。

そ

の

結

果

『

竹

取

物

語

』

は

、
「

浦

嶋

子

」

の

陰

画

（

ネ

ガ

）

と

言

え

る

程

に

鮮

や

か

な

対

照

が

見

ら

れ

た

。
つ

ま

り

構

造

的

に

は
「

浦

嶋

子

」
を

ほ

ぼ

反

転

し

た

作

品

が
『

竹

取

物

語

』

と

な

る

。

両

作

品

に

つ

い

て

比

較

す

る

と

往

訪

譚

と

来

訪

譚

と

い

う

基

本

的

な

対

照

的

構

造

が

見

ら

れ

、

項

目

の

比

較

か

ら

そ

の

共

通

点

と

相

違

点

が

明

ら

か

に

な

っ

た

。

こ

の

比

較

に

よ

り

両

作

品

の

主

た

る

10舞

台

は

異

界

と

現

世

と

い

う

対

比

に

な

り

、

こ

の

こ

と

は

『

竹

取

物

語

』

の

神

仙

否

定

の

論

理

を

支

え

る

構

造

的

枠

組

み

と

な

っ

て

い

る

。

私

見

で

は

『

竹

取

物

語

』

の

構

造

は

、

天

上

界

と

人

間

界

の

断

絶

と

考

え

ら

れ

、

両

者

の

間

で

「

人

間

化

」

し

た

か

ぐ

や

姫

が

苦

し

む

と

い

う

構

図

が

読

み

取

れ

る

。

人

間

化

し

た

姫

は

人

間

界

の

所

業

を

「

あ

は

れ

」

と

感

じ

、

こ

こ

に

神

仙

否

定

の

論

理

を

見

出

す

こ

と

が

で

き

る

。

第

三

章

「
『

続

浦

島

子

伝

記

』

に

於

け

る

神

仙

思

想

に

つ

い

て

」

は

、

坂

上

高

明

が

加

注

を

施

し

た

さ

か

の

う

え

の

た

か

あ

き

『

続

浦

島

子

伝

記

』

の

所

謂

「

伝

」

の

部

分

の

『

抱

朴

子

』

受

容

に

絞

っ

て

考

察

し

た

論

考

で

あ

る

。

考

察

の

結

果

、
『

抱

朴

子

』

受

容

と

そ

の

引

用

に

は

、
「

断

章

」

以

上

の

か

な

り

正

確

な

神

仙

思

想

の

理

解

が

あ

り

、

そ

れ

を

粗

筋

に

合

わ

せ

効

果

的

に

配

置

し

た

こ

と

が

窺

え

る

。

坂

上

高

明

に

つ

い

て

は

後

藤

昭

雄

氏

の

研

究

か

ら

実

在

の

人

物

と

し

、

こ

の

人

物

が

『

続

浦

島

子

伝

記

』

の

施

注

者

の

「

坂

上

家

高

明

」

と

同

一

人

物

で

あ

る

こ

と

は

間

違

い

な

い

で

あ

ろ

う

、

と

い

う

こ

と

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

神

仙

思

想

集

大

成

の

書

『

抱

朴

子

』

の

重

要

性

は

言

う

ま

で

も

な

い

が

、

こ

の

作

品

に

つ

い

て

渡

辺

秀

夫

氏

の

「
『

続

浦

嶋

子

伝

記

』

略

注

」

を

基

に

、
『

抱

朴

子

』

の

出

典

と

そ

の

内

容

、

更

に

『

続

浦

島

子

伝

記

』

の

何

処

に

配

置

さ

れ

て

い

る

か

と

い

う

考

察

を

行

っ

た

。

そ

の

結

果

、

本

文

全

六

段

落

の

う

ち

特

に

第

四

段

に

於

け

る

『

抱

朴

子

』

の

引

用

は

、

Ａ

神

仙

の

能

力

、

Ｂ

神

仙

に

な

れ

る

仙

薬

の

製

法

と

薬

効

、

Ｃ

神

仙

を

目

指

す

場

合

に

問

題

と

な

る

素

質

と

倫

理

、

に

つ

い

て

順

序

立

て

て

引

用

し

、

配

列

を

行

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

た

。
こ

れ

は

中

国

の

神

仙

思

想

を

正

面

か

ら

扱

っ

た

も

の

と

し

て

注

目

に

値

す

る

。
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こ

の

こ

と

は

作

者

の

神

仙

思

想

の

理

解

度

が

、
中

国

の

そ

れ

に

等

し

く

正

確

で

あ

る

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

第

二

部

で

述

べ

た

平

安

朝

前

期

に

至

り

、

神

仙

思

想

の

批

判

的

受

容

が

見

ら

れ

た

が

、

批

判

の

前

提

と

し

て

の

相

対

化

の

流

れ

は

、
第

三

部

の

平

安

朝

中

期

に

至

り

新

た

な

創

作

へ

と

向

か

う

原

動

力

と

な

っ

た

。

第

三

部

の

主

旨

は

、
「

創

造

的

受

容

」

と

し

て

の

平

安

朝

中

期

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

と

位

置

付

け

た

。

第

四

部

第

一

章

「

吉

備

大

臣

入

唐

譚

方

術

考

」
は

、

吉

備

真

備

（

六

九

五

～

七

七

五

）

の

入

唐

譚

（
『

江

談

抄

』
）
に

つ

き

、
そ

の

①

異

界

へ

の

越

境

と

方

術

の

思

想

的

源

泉

や

役

割

、
ま

た

②

作

者

大

江

匡

房
（

一

〇

四

一

～

一

一

一

一

）

の

異

界

へ

の

関

わ

り

と

院

政

期

文

化

の

複

合

的

様

相

、

更

に

は

③

儒

学

者

と

い

う

枠

に

収

ま

ら

な

い

新

た

な

匡

房

像

へ

の

照

射

、

を

考

察

し

た

も

の

で

あ

る

。

①

異

界

へ

の

越

境

と

方

術

の

思

想

的

源

泉

や

役

割

に

つ

い

て

は

、

唐

土

に

渡

っ

た

吉

備

大

臣

が

、

諸

道

、

芸

能

に

広

く

通

じ

聡

恵

で

あ

っ

た

た

め

、

唐

人

の

不

快

感

を

買

い

楼

に

幽

閉

さ

れ

て

し

ま

う

。

こ

れ

は

両

国

の

プ

ラ

イ

ド

の

衝

突

で

あ

り

、

両

者

の

緊

張

関

係

の

中

で

話

は

展

開

し

て

ゆ

く

。

聡

恵

な

大

臣

に

勝

て

な

い

唐

人

は

難

題

を

大

臣

に

課

し

、

恥

を

か

か

せ

る

企

み

を

画

策

す

る

が

、

こ

の

危

機

に

現

れ

た

の

が

鬼

（

安

倍

仲

麻

呂

の

幽

鬼

）

で

あ

っ

た

。

大

臣

は

隠

身

術

、

見

鬼

術

、

飛

行

術

、

止

瀉

術

を

駆

使

し

難

局

を

切

り

抜

け

る

が

、

最

後

の

難

題

は

未

来

記

「

野

馬

台

詩

」

の

読

解

で

あ

っ

た

。

さ

す

が

の

大

臣

も

窮

地

に

陥

り

日

本

の

住

吉

大

明

神

・

長

谷

寺

観

音

に

祈

念

す

る

と

一

匹

の

蜘

蛛

が

降

り

、

そ

の

糸

を

頼

り

に

見

事

に

読

解

が

で

き

た

。

唐

人

は

大

臣

を

再

度

楼

に

幽

閉

す

る

が

、

大

臣

は

唐

土

の

日

月

を

封

じ

込

め

る

秘

術

を

使

い

、

無

事

に

帰

朝

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

こ

の

入

唐

譚

に

於

け

る

方

術

は

、

ⅰ

唐

土

対

日

本

の

対

立

軸

に

介

在

し

話

の

展

開

を

左

右

し

、

ⅱ

現

世

対

異

界

と

い

う

対

極

的

な

両

界

の

通

行

手

段

と

い

う

二

重

の

働

き

を

し

て

い

る

。

②

作

者

大

江

匡

房

の

異

界

へ

の

関

わ

り

と

院

政

期

文

化

の

複

合

的

様

相

で

は

、

終

末

思

想

主

流

の

不

安

要

素

の

多

い

時

代

背

景

の

中

で

あ

り

、

そ

れ

は

日

本

陰

陽

道

形

成

の

頂

点

を

な

す

時

期

で

も

あ

っ

た

。

ま

た

、

③

儒

学

者

と

い

う

枠

に

収

ま

ら

な

い

新

た

な

匡

房

像

へ

の

照

射

と

し

て

は

、

仏

教

を

深

く

信

仰

し

、

我

が

国

の

神

仙

の

事

績

を

記

録

し

、
ま

た

陰

陽

家

と

し

て

改

元

勘

申

を

行

っ

た

多

才

な

儒

学

者

で

あ

っ

た

と

言

え

る

。

第

二

章

「
『

本

朝

神

仙

伝

』
の

神

仙

像

に

つ

い

て

」
で

は

、

仏

教

的

神

仙

が

描

か

れ

る

『

本

朝

神

仙

伝

』

に

つ

き

、
神

仙

思

想

変

容

の

要

因

を

探

る

た

め

、
井

上

光

貞

氏

が

述

べ

る

本

仙

伝

収

載

の

特

色

の

う

ち

の

、

㈢

超

越

的

呪

力

、
㈣

深

山

の

原

始

的

生

活

、
㈤

断

食

と

仙

薬

服

用

、
に

該

当

す

る

神

仙

十

八

名

に

つ

い

て

、

『

本

朝

神

仙

伝

略

注

』
と

し

て

稿

者

の

見

解

を

加

え

考

察

を

行

っ

た

。
仏

教

的

神

仙

出

現

の

要

因

と

し

て

、

院

政

期

の

政

治

体

制

に

よ

る

社

会

不

安

や

末

法

到

来

等

の

仏

教

信

仰

の

新

展

開

、

信

仰

生

活

の

重

層

性

の

問

題

、

ま

た

藤

原

明

衡

以

来

高

ま

る

本

朝

意

識

等

の

諸

要

因

が

あ

る

点

を

述

べ

た

。

特

に

こ

の

仙

伝

が

、

「

本

朝

」

を

冠

し

て

い

る

の

は

、

匡

房

の

（

本

家

中

国

に

対

す

る

）
「

本

朝

的

神

仙

思

想

」

と

言

う

べ

き

も

の

、
（
「

本

朝

的

神

仙

境

の

拡

大

」
、
「

本

朝

的

神

仙

道

の

発

見

」
、
「

本

朝

的

神

仙

像

」

の

造

形

）

が

あ

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

そ

れ

は

院

政

期

と

い

う

不

安

な

時

代

に

和

漢

に

亘

る

該

博

な

知

識

を

持

ち

、

重

層

的

信

仰

生

活

を

送

っ

た

匡

房

の

精

神

生

活

の

形

象

化

と

言

え

る

著

作

で

は

な

か

っ

た

か

と

考

え

ら

れ

る

。

以

上

二

篇

の

論

文

か

ら

は

、

吉

備

大

臣

入

唐

譚

の

よ

う

な

「

異

聞

」

や

日

本

的

神

仙

の

行

状

を

収

録

す

る

と

い

う

「

集

成

」

或

い

は

「

類

聚

」

と

い

う

文

学

的

営

為

と

い

う

点

が

導

け

る

。

よ

っ

て

第

四

部

主

旨

は

、
「

再

編

的

受

容

」

と

し

て

の

平

安

朝

後

期

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

と

位

置

付

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

こ

ま

で

本

論

考

の

各

部

、

各

章

の

要

旨

を

述

べ

て

き

た

の

で

あ

る

が

、

小

論

で

明

ら

か

に

な

っ

た

点

は

、

我

が

国

に

流

伝

し

た

道

教

の

中

核

的

要

素

た

る

神

仙

思

想

は

、

古

代

か

ら

中

世

ま

で

長

期

間

に

わ

た

り

日

本

文

学

に

影

響

を

与

え

続

け

て

き

た

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

そ

れ

は

時

代

が

下

る

に

つ

れ

て

質

的

な

変

容

を

見

せ

つ

つ

、
各

時

代

毎

に

様

々

な

文

学

作

品

の

思

想

的

源

泉

で

あ

っ

た

と

い

う

点

が

指

摘

で

き

る

。

今

後

は

、

小

論

を

踏

ま

え

て

の

「

日

本

神

仙

・

異

界

思

想

文

学

」

の

確

立

が

望

ま

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。


